
1 事業筈

音環境デザインによるウォーカブルな街路空間の倉」出

2 事業概要
まちの賑わいは,そこを行き交い,集い,活動を行う人によつて倉」出される。この

ような理解から,近年,道路空間を再配分することで人間を中心とした都市空間の

整備が進められている.健幸都市づくりに取り組む草津市においても,思わず歩き

たくなるウォーカブルな街路空間を形成していくことが喫緊の課題となつている。

本事業では,「歩きたくなる」仕掛けの一つとして,音環境に者目した。具体的に

は,音環境が来訪者の場の印象やウォーカビリティの認知,および歩行行動におよ

ぼす影響を社会実験によって計沢」すると共に,空間特性に応じた望ましい音環境の

デザインのあリアjを提案することを目的とした。

社会実験の結果,音環境を調整することで場の印象を大きく変容させることが可

能であること,背景音の有無により歩行スピードと交通流率が有意に変わり,と り

わけ「
1に しなく」,「堀実的」な印象を場に与えると歩行スピードが上がる傾向にあ

ることが明らかとなつた。これにより,駐車場など滞留が望ましくない場所では歩
行速度を高める忙しなく 。現実的な楽曲,まちなかなど人ノマがゆつくり回遊するベ

き場所ではゆつたりして幻想的な楽曲が望ましいなど,場の機能に応じた音環境の

整備の在りんについての矢□見が得られた。

3 事業内容
※欄が不足する場合は、別紙 (A4版縦型)を追加 してください。

社会実験のあ要性

背景音が場の印象や歩行行動に及ぼす影響を明らかにするには,実際の歩行空間で

実駁をしなくてはならす,社会実験という形として′ム`其空間で実施する町要があつ

た。

実施場所

立命館大学びわこ・ くさつキャンパス内,バスターミナルで実施した。

実施方法

歩行空間にスピーカーを設置し,実験者で設計した複数の音を流した。その時の

歩行者の行動をビデオカメラにより観測すると共に,空間のイメージやウォーカビ

リティヘの認識などを間うアンケートを実施した。
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実施内容

実験に用いる音は,音をホ奄成する要素 (ピッチ,リズム,音色)を者慮した。具

体的には,メ ジャーコード・マイナーコード・ハードな印象・ ソフトな印象の 4パ

ターンのフレーズを用い,それぞれ 90bpm・ 120bpm・ 1 50bpmの 3つのテン

ポで合計 12パターンの楽曲を自作した.
ビデオ観沢」データは AIによる分析を行い,歩行者の移動軌跡を抽出した,

アンケート調査では,どの音が流れている時に通行したかを識別できるようにした

上で,対象区間を通行した時のイメージやウォーカビリテイヘの認識を間い,それ

らへの音環境の所響を定量評価した。

効果測定の指標等測定方法

空間の印象 (明階・ 1に しなさ 。現実性),歩行速度,断面交通流率を沢」定指標とし
て用いた。

対象者や人数

アンケート回笞者数は下表に示す通りである。社会実験への参加者としては,2022
年 11月 30日 (水)～12月 2日 (金)8iOO～ 1 7iOOにバスから降車した者
全員が該当する.
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実施のための費用

歩行者流動を観沢」するための機器のレンタル判,アンケート配布補助に関するアル



バイト謝金,および,背景音を流すためのスピーカーの購入費

実現のための課題

各場所における望ましい印象の持たせ方に関する共通認識を形成する財要がある。

そのうえで,それを実現するために明要な背景音のあり方を模索すること,また,

それを実際に仕控卜けるための方法 (場所 。日時・ Bき間の選定も含む)を確立する町

要がある。

※文章を補うために、写真、イラスト、イメージ図を使用することができます。(カラー可)



4 事業のねらい、日標に対する到達度の自己評価

※文章を補うために、写真、イラスト、イメージ図を使用することができます。(カラー可)

5 革津市が支援した事項

6 事業の実施期間

令不□4年 11月 1日 令不□5年 2月 28日

ねらい、目標

本事業では,音環境の整備がまちの印象にどのような影響を及ぼすか,そしてそれ
がその場にいるものの行動にどのような影響を及ぼすかをす巴握するために行つた。

到連度の自己評価

当初は,実際のまちなか空間での実施を想定していたが,諸課題により実現するこ

とができなかつた。しかしながら,立命館大学びわこくさつキャンパスのバスター

ミナルという,きわめて現実性の高い空間を対象とすることで,逆に背景音の効果
が明確に観沢」することができた。よって,事業の日標としては,当初のラ定通り達
成できたと評イ面できる。
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◆回の事業実施にあたり、革津市に依頼した事項についてOをつけてください。

)アーバンデザインセンターびわこ・くさつを研究拠点として提供

)革津市のノム`共施設の先行予約、施設および附属設備の使用料の減免
)ノム`共施設へのチランおよびポスターの設置依頼

)市ホームページ、UDCBKの Facebookで の事業の周知
〇 )その他 ※具体的に記載してください
みなくさまつり開催時での駅前空間での実験を依頼しましたが,

諸事情により実現することはできませんでした。〔
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